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あ
る
。
対
象
者
の
理
解
が
当
該
分
野
の
医
学
研
究
共
同
体
の
知
の
お
お
よ
そ
の
レ
ベ
ル
を
把
握
す
る
と
こ
ろ
に
ま
で
達
し
な
け
 
M
 
 

れ
ば
、
虚
構
の
上
に
立
つ
同
意
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
 
 

八
 
同
意
能
力
の
欠
如
ま
た
は
同
意
の
自
発
性
欠
如
判
定
の
現
実
 
 

本
人
の
同
意
能
力
、
同
意
の
自
発
性
に
問
題
が
あ
る
場
合
に
現
場
で
は
ど
の
よ
う
な
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

1
 
疑
わ
し
き
は
同
意
能
力
無
し
判
定
へ
の
力
学
 
 
 

同
意
能
力
は
臨
床
の
現
場
で
は
、
有
無
い
ず
れ
か
判
定
の
困
難
な
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。
一
方
、
同
意
能
力
の
判
定
基
準
 
 

は
無
い
に
等
し
い
。
判
定
手
続
き
は
曖
昧
で
あ
り
、
研
究
に
応
じ
る
対
象
者
と
は
利
益
の
衝
突
が
起
こ
り
得
る
研
究
者
が
判
定
 
 

し
て
い
る
。
能
力
無
し
と
判
定
さ
れ
る
と
、
代
行
者
選
任
手
続
き
が
行
わ
れ
る
。
同
意
能
力
が
問
題
に
な
り
得
る
ケ
ー
ス
で
は
 
 

家
族
と
の
紛
争
予
防
の
見
地
か
ら
、
ま
た
医
療
機
関
に
依
存
す
る
家
族
の
立
場
を
利
用
し
て
、
医
療
現
場
で
は
概
し
て
、
疑
わ
 
 

し
き
は
同
意
能
力
無
し
判
定
へ
の
力
学
が
働
く
。
代
行
者
選
任
に
お
い
て
、
家
族
内
に
複
数
の
候
補
者
が
い
る
場
合
、
研
究
者
 
 

の
方
針
に
香
南
す
る
者
が
代
行
者
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
（
そ
う
な
れ
ば
医
師
決
定
に
近
い
）
。
 
 
 

本
人
の
益
と
代
行
者
の
益
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
家
族
は
医
療
機
関
に
依
存
す
る
傾
向
が
あ
る
か
ら
、
代
行
者
・
家
族
 
 

は
医
療
機
関
に
迎
合
的
で
都
合
の
よ
い
決
定
を
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
 
 
 

本
人
の
益
と
一
致
し
な
い
場
合
の
代
行
決
定
は
、
代
行
者
・
家
族
と
い
う
他
者
の
同
意
決
定
を
通
し
て
、
研
究
者
お
よ
び
代
 
 

行
者
と
い
う
他
者
に
よ
る
本
人
の
道
具
化
な
い
し
搾
取
が
行
わ
れ
る
と
い
う
構
図
に
な
る
。
 
 
 

2
 
疑
わ
し
き
は
同
意
の
自
発
性
判
定
回
避
の
力
学
 
 
 

同
意
に
自
発
性
が
無
け
れ
ば
同
意
は
無
効
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
意
の
自
発
性
の
判
定
は
、
人
間
関
係
や
こ
と
が
ら
の
成
り
 
 
 

行
き
に
よ
っ
て
断
り
切
れ
な
い
日
本
の
医
療
硯
場
の
実
情
を
抜
き
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
自
発
性
は
有
る
と
い
え
ば
有
 
 

り
、
無
い
と
い
え
ば
無
い
と
い
う
曖
昧
な
現
実
が
あ
る
。
例
え
ば
、
研
究
対
象
者
が
研
究
者
の
所
属
す
る
施
設
の
従
業
員
で
あ
 
 

る
場
合
、
同
意
の
自
発
性
は
、
有
無
い
ず
れ
か
判
定
の
困
難
な
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
対
象
者
に
何
ら
か
の
手
当
て
 
 

が
支
給
さ
れ
る
場
合
、
対
象
者
の
収
入
や
環
境
如
何
に
よ
り
同
意
の
自
発
性
が
失
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
一
律
の
線
引
き
 
 

は
困
難
で
あ
る
。
研
究
者
と
し
て
は
、
対
象
者
が
自
発
性
の
な
い
状
態
で
同
意
し
て
い
る
と
は
考
え
た
く
な
い
だ
ろ
う
。
い
き
 
 

お
い
、
現
場
で
は
、
同
意
の
自
発
性
に
つ
き
、
疑
わ
し
き
は
同
意
の
自
発
性
判
定
回
避
の
力
学
が
働
き
、
そ
の
結
果
自
発
性
有
 
 

り
と
し
て
処
理
さ
れ
る
方
向
に
あ
る
。
 
 
 

3
 
同
意
能
力
お
よ
び
同
意
の
自
発
性
の
判
定
 
 
 

同
意
能
力
の
判
定
が
先
ず
行
わ
れ
、
▼
無
し
判
定
な
ら
代
行
判
断
手
続
き
に
入
る
。
同
意
の
自
発
性
の
判
定
は
、
必
要
な
場
合
 
 

で
も
無
し
判
定
は
あ
ま
り
行
わ
れ
な
い
が
、
行
わ
れ
る
と
す
る
と
、
同
意
能
力
の
判
定
の
後
に
行
わ
れ
る
。
説
明
の
理
解
な
し
 
 

に
同
意
の
自
発
性
を
欠
く
事
態
は
考
え
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
現
場
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
で
あ
 
 

ろ
う
か
。
 
 
 

①
 
同
意
能
力
欠
如
で
、
か
つ
同
意
の
自
発
性
有
り
の
ケ
ー
ス
 
 
 

代
行
決
定
手
続
き
に
入
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
代
行
決
定
に
共
通
す
る
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
 
 
 

②
 
同
意
能
力
が
減
少
ま
た
は
疑
問
で
、
か
つ
同
意
の
自
発
性
有
り
の
ケ
ー
ス
 
 
 

こ
れ
を
、
同
意
能
力
有
無
の
二
項
対
立
で
処
理
す
る
場
合
、
研
究
者
は
能
力
無
し
と
判
定
し
て
代
行
決
定
手
続
き
に
入
る
道
 
 

を
選
ぶ
か
も
し
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
家
族
は
医
療
機
関
に
依
存
す
る
こ
と
が
多
く
、
家
族
。
代
行
者
は
研
究
者
の
方
針
に
添
 
 

う
決
定
、
㌻
な
わ
ち
研
究
委
加
へ
の
同
意
を
し
て
く
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
 
M
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表 問題の②⑤⑥⑦のケース  は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
、
同
意
の
自
発
性
が
額
な
ら
同
意
は
無
効
で
実
施
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
の
点
を
曖
昧
に
し
た
ま
 
ま
代
行
決
定
を
介
し
て
実
施
さ
れ
が
ち
だ
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

⑦
 
同
意
能
力
無
で
、
同
意
の
自
発
性
が
減
少
ま
た
は
疑
問
の
ケ
ー
ス
 
 
 

研
究
者
は
先
ず
同
意
能
力
無
し
と
判
定
し
代
行
決
定
手
続
き
に
入
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
⑥
と
同
様
の
理
由
で
、
こ
 
 

れ
に
よ
っ
て
対
象
者
に
犠
牲
・
負
担
を
課
す
臨
床
研
究
が
実
施
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
概
し
て
不
当
で
は
な
い
か
。
 
 
 

4
 
問
題
の
ケ
ー
ス
 
 
 

ケ
ー
ス
①
は
、
代
行
決
定
自
体
の
問
題
で
あ
る
。
家
族
が
関
与
す
る
か
、
裁
判
所
な
い
し
は
こ
れ
に
準
ず
る
公
的
機
関
が
関
 
 

与
す
る
か
、
両
者
を
組
み
合
わ
せ
る
か
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
。
 
 
 

ケ
ー
ス
③
は
同
意
の
自
発
性
自
体
の
問
題
で
あ
る
。
ケ
ー
ス
④
は
、
自
発
性
の
判
断
を
厳
格
に
す
べ
き
類
型
お
よ
び
判
断
基
 
 

準
の
明
確
化
、
研
究
に
関
与
し
て
い
な
い
医
師
に
よ
る
確
認
手
続
き
等
に
よ
っ
て
対
処
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

②
⑤
⑥
⑦
に
つ
い
て
は
、
拒
否
権
の
尊
重
、
代
行
判
断
の
法
理
の
絞
り
込
み
に
よ
っ
て
対
処
す
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

、
け
、
 
 

九
 
代
行
判
断
の
法
理
再
考
 
 

1
 
代
行
判
断
の
法
理
 
 
 

同
意
能
力
を
欠
く
者
に
つ
い
て
の
代
行
判
断
の
法
理
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
、
後
天
的
な
精
神
障
害
者
）
u
n
a
t
i
c
の
財
産
の
一
部
を
 
 

姪
に
与
え
る
事
件
で
創
り
出
さ
れ
た
財
産
法
上
の
法
理
が
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
サ
コ
ン
セ
ン
ト
法
に
借
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
 
 

そ
の
安
易
な
類
推
は
、
貧
乏
な
人
、
病
人
、
社
会
的
弱
者
の
搾
取
に
つ
な
が
る
。
具
体
的
患
者
に
対
す
る
益
の
高
度
の
蓋
然
性
 
 

を
前
提
と
す
る
通
常
の
診
療
行
為
と
異
な
り
、
臨
床
研
究
に
お
い
て
代
行
判
断
の
法
理
の
適
用
に
は
注
意
深
い
留
保
が
必
要
で
 
冊
 
 
 

本人決定   同意有効？   同志無効   

△？   
②   ⑤  

代行決定？   代行決定？  代行決定？  

①  ⑦  

代行決定  代行決定？  

よ
っ
て
、
対
象
者
に
犠
牲
・
負
担
を
課
す
臨
床
研
究
が
実
施
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
、
制
 
 

概
し
て
不
当
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
、
同
意
能
力
の
有
無
は
曖
昧
の
ま
ま
、
 
 

代
行
決
定
を
介
し
て
研
究
が
実
施
さ
れ
が
ち
だ
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

③
 
同
意
能
力
有
り
で
、
同
意
の
自
発
性
欠
如
の
ケ
ー
ス
 
 
 

同
意
は
無
効
と
な
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
同
意
の
自
発
性
に
共
通
す
る
問
題
 
 

を
抱
え
て
い
首
。
 
 
 

④
 
同
意
能
力
有
り
で
、
同
意
の
自
発
性
が
減
少
ま
た
は
疑
問
の
ケ
ー
ス
 
 
 

前
述
し
た
理
由
で
研
究
者
は
自
発
性
無
し
と
処
理
す
る
こ
と
は
通
常
は
し
な
 
 

い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
犠
牲
・
負
担
を
課
す
臨
床
研
究
が
実
施
さ
れ
 
 

る
ケ
ー
ス
は
概
し
て
不
当
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
、
自
発
性
の
有
無
は
曖
昧
 
 

な
ま
ま
、
実
施
さ
れ
が
ち
だ
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

⑤
 
同
意
能
力
が
減
少
ま
た
は
疑
問
で
、
か
つ
同
意
の
自
発
性
が
減
少
ま
た
 
 

は
疑
問
の
ケ
ー
ス
 
 
 

⑥
 
同
意
能
力
が
減
少
ま
た
は
疑
問
で
、
か
つ
同
意
の
自
発
性
欠
如
の
ケ
ー
 
 

ス
 
 
 

い
ず
れ
も
、
研
究
者
は
、
前
述
し
た
理
由
で
先
ず
同
意
能
力
無
し
と
判
定
し
 
 

代
行
決
定
手
続
き
に
入
る
道
を
選
ぶ
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
に
よ
っ
 
 

て
、
犠
牲
・
負
担
を
課
す
臨
床
研
究
が
実
施
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
概
し
て
不
当
で
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れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
非
治
療
的
類
型
を
、
事
前
指
示
の
あ
る
場
合
に
限
定
す
る
考
え
方
も
あ
る
。
 
 
 

仙
 
緊
急
状
況
下
に
お
け
る
救
命
的
類
型
に
適
用
が
許
さ
れ
る
例
外
 
治
験
に
つ
き
答
申
G
C
P
7
・
2
・
4
は
、
①
治
験
 
 

薬
が
緊
急
状
況
下
、
救
命
的
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
、
利
用
可
能
な
治
療
法
が
未
承
認
ま
た
は
不
十
分
、
②
本
人
ま
た
は
代
諾
 
 

者
か
ら
の
事
前
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
不
可
能
、
③
本
人
に
対
す
る
直
接
の
利
益
が
予
見
さ
れ
る
、
④
本
人
ま
た
は
代
諾
者
へ
 
 

の
す
み
や
か
な
事
後
的
説
明
、
同
意
、
治
験
審
査
委
貞
会
へ
の
報
告
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
身
元
不
明
者
を
除
き
、
治
験
審
査
 
 

委
貞
会
の
承
認
で
実
施
で
き
る
と
規
定
す
る
。
省
令
G
C
2
7
条
血
項
は
こ
の
厳
格
な
要
件
を
欠
い
て
お
り
、
改
正
さ
れ
る
べ
 
 

き
で
あ
る
。
 
 
 

偽
 
同
意
能
力
を
欠
く
者
を
選
定
し
な
い
原
則
に
よ
る
制
限
 
治
験
に
つ
き
省
令
G
C
P
4
4
条
H
項
は
、
同
意
能
力
を
欠
 
 

く
者
は
や
む
を
え
な
い
場
合
を
除
き
選
定
し
な
い
原
則
を
規
定
す
る
。
 
 
 

何
 
同
意
能
力
と
は
、
参
加
に
よ
る
利
害
得
失
を
判
断
で
き
る
能
力
を
い
う
。
臨
床
の
現
場
で
は
、
有
無
い
ず
れ
か
判
定
の
 
 

困
難
な
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
。
 
 
 

㈲
 
同
意
能
力
の
判
定
基
準
は
な
い
に
等
し
い
。
精
神
疾
患
患
者
の
領
域
で
検
討
さ
れ
て
い
る
基
準
、
す
な
わ
ち
、
①
意
思
 
 

表
明
の
有
無
基
準
細
、
②
具
体
的
事
項
合
理
的
検
討
能
力
説
、
③
一
般
的
事
項
合
理
的
検
討
能
力
説
、
④
具
体
的
事
項
合
理
的
 
 

結
論
説
、
⑤
一
般
的
事
項
合
理
的
結
論
説
の
う
ち
②
、
③
が
有
力
だ
が
、
基
準
と
し
て
必
ず
し
も
成
功
し
て
い
な
い
。
 
 
 

糾
 
同
意
能
力
の
水
準
は
、
「
臨
床
試
験
」
の
意
義
の
大
小
、
実
験
性
の
強
弱
、
医
学
的
適
応
性
の
高
低
、
直
接
的
益
の
可
能
 
 

性
の
強
弱
、
危
険
性
の
強
弱
に
よ
っ
て
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 
 
 

仙
 
判
定
は
研
究
計
画
書
の
段
階
。
レ
ベ
ル
及
び
研
究
に
応
じ
る
個
人
の
段
階
・
レ
ベ
ル
の
双
方
で
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
 
 

な
い
。
し
か
し
判
定
手
続
き
は
曖
昧
で
、
研
究
に
応
じ
る
参
加
者
と
利
益
の
衝
突
が
起
こ
り
う
る
実
施
者
か
判
定
し
て
い
る
。
 
 

あ
る
。
ま
ず
、
代
行
判
断
の
法
理
の
適
用
場
面
を
制
限
す
る
こ
と
、
そ
の
適
用
に
お
い
て
は
判
断
能
力
の
十
全
な
時
期
に
お
け
 
 

る
本
人
の
意
思
に
限
り
な
く
近
づ
け
る
努
力
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

2
 
代
行
判
断
法
理
の
適
用
制
限
 
 
 

侶
 
臨
床
研
究
の
客
観
的
額
型
に
よ
る
制
限
 
 
 

回
 
同
意
能
力
を
欠
く
者
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
が
や
む
を
え
な
い
類
型
に
適
用
場
面
を
制
限
（
例
外
な
し
）
 
 
研
究
計
 
 

、
「
∵
 
 

画
書
の
レ
ベ
ル
で
、
同
意
能
力
を
欠
く
者
に
参
加
し
て
も
ら
‥
ゝ
つ
こ
と
が
や
む
を
え
な
い
場
合
に
限
る
。
省
令
G
C
P
5
0
条
Ⅲ
項
 
 

（
1
8
）
 
 

は
、
答
申
G
C
P
7
・
㍗
2
i
の
「
や
む
を
え
な
い
」
の
要
件
を
欠
い
て
お
り
、
改
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

㈲
 
治
療
的
類
型
に
適
用
場
面
を
制
限
（
原
則
）
 
 
研
究
計
画
書
の
段
階
・
レ
ベ
ル
及
び
研
究
に
応
じ
る
参
加
者
の
段
階
・
 
 

レ
ベ
ル
で
、
■
治
療
的
類
型
に
限
る
（
治
験
に
つ
き
省
令
G
C
P
5
0
条
Ⅳ
項
）
。
治
療
的
と
は
、
具
体
的
患
者
の
健
康
に
対
す
る
「
現
 
 

実
か
つ
直
接
の
益
（
r
e
a
】
a
n
d
 
d
i
r
e
c
t
 
b
e
n
e
f
i
t
）
」
 
（
欧
州
評
議
会
C
E
「
人
権
お
よ
び
生
物
医
学
条
約
」
1
7
条
②
）
 
の
可
能
性
が
あ
 
 

る
ナ
」
と
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

回
 
非
治
療
的
類
型
に
適
用
が
許
さ
れ
る
例
外
 
 
非
治
療
的
類
型
を
代
行
者
の
同
意
で
同
意
能
力
を
欠
く
者
に
実
施
し
う
 
 

る
理
論
的
根
拠
は
明
ら
か
と
は
い
え
な
い
。
治
験
に
つ
き
、
答
申
G
C
P
7
・
2
・
3
・
2
は
、
①
本
人
に
よ
る
同
意
が
可
能
な
被
 
 

験
者
に
よ
る
治
験
で
は
目
的
が
達
成
さ
れ
な
い
、
②
被
験
者
に
対
す
る
予
見
し
う
る
危
険
性
が
低
い
、
③
被
験
者
の
福
祉
に
対
 
 

す
る
悪
影
響
が
最
小
限
か
つ
低
い
、
④
治
験
審
査
委
員
会
の
承
認
、
⑤
特
に
綿
密
な
観
察
、
⑥
不
当
な
苦
痛
が
あ
れ
ば
中
止
の
 
 

要
件
を
満
た
せ
ば
代
諾
者
の
同
意
で
実
施
で
き
る
と
規
定
す
る
。
省
令
G
C
P
5
0
条
Ⅳ
項
但
し
書
き
、
7
条
H
項
は
、
こ
の
⑤
、
 
 

⑥
の
要
件
を
欠
い
て
い
る
。
加
え
て
、
治
験
実
施
計
画
書
の
レ
ベ
ル
で
の
「
臨
床
試
験
」
の
決
定
的
重
要
性
（
喜
a
〓
m
p
O
r
t
a
n
C
e
）
 
 

を
も
要
件
と
す
る
よ
う
改
正
し
、
最
低
限
の
危
険
（
m
i
ロ
i
m
a
－
r
i
s
l
（
）
に
つ
い
て
中
央
の
治
験
審
査
委
員
会
に
よ
る
指
針
が
示
さ
 
 7〔フ7   

7（フ首  
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回
 
判
定
目
的
も
曖
昧
で
、
で
き
る
だ
け
代
行
者
を
選
任
し
て
紛
争
を
防
止
す
る
と
い
う
医
療
機
関
の
自
己
防
衛
目
的
も
な
 
潤
 
 

い
と
は
い
え
な
い
U
 
 
 

こ
の
原
則
は
、
同
意
能
力
の
定
義
、
判
定
基
準
、
判
定
方
法
が
曖
昧
で
、
実
施
者
が
判
定
し
て
い
る
か
ら
、
研
究
に
応
じ
る
 
 

者
の
権
利
擁
護
に
は
必
ず
し
も
役
立
っ
て
い
な
い
。
 
 
 

し
た
が
っ
て
、
定
義
・
判
定
基
準
・
判
定
方
法
・
判
定
者
な
ど
に
つ
き
、
中
央
の
I
R
B
が
指
針
を
整
備
し
、
具
体
的
「
臨
 
 

床
試
験
」
ご
と
に
判
定
基
準
・
判
定
方
法
・
判
定
者
な
ど
に
フ
き
研
究
計
画
書
に
定
め
る
べ
き
で
あ
る
。
明
ら
か
な
場
合
を
除
 
 

く
な
ど
一
定
の
範
囲
内
で
、
臨
床
研
究
の
関
係
か
ら
独
立
し
た
医
師
に
よ
る
確
認
を
得
る
シ
ス
テ
ム
や
、
I
R
B
に
対
し
独
立
 
 

し
た
判
定
者
に
よ
る
判
定
評
価
書
を
提
出
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

刷
 
代
行
者
の
範
囲
・
選
任
手
続
き
の
厳
格
化
に
よ
る
制
限
 
 
 

河
 
本
人
に
同
意
能
力
が
欠
け
る
と
判
定
さ
れ
た
と
き
、
代
行
者
の
選
任
が
行
わ
れ
る
。
代
行
者
の
役
割
と
し
て
は
、
①
代
 
 

行
判
断
（
s
u
b
s
t
i
t
u
t
e
j
亡
d
g
m
e
コ
t
）
の
原
則
、
②
最
善
利
益
（
b
e
s
t
i
コ
t
e
r
e
S
t
）
の
原
則
、
③
利
益
の
一
致
（
i
d
e
コ
t
i
t
y
 
O
f
 
i
n
t
e
r
e
s
t
）
 
 

の
原
則
が
示
さ
れ
て
い
る
。
①
は
、
そ
の
者
の
、
本
人
に
対
す
る
個
人
的
主
観
的
な
知
識
の
ゆ
え
に
、
本
人
が
選
択
を
な
し
う
 
 

る
と
し
た
ら
そ
う
し
た
で
あ
ろ
う
よ
う
な
選
択
を
忠
実
に
複
製
し
う
る
者
、
②
は
、
本
人
が
合
理
人
と
し
て
望
ん
だ
で
あ
ろ
う
 
 

選
択
、
ま
た
は
少
な
く
と
も
本
人
の
利
益
に
奉
仕
す
る
選
択
に
近
い
、
客
観
的
に
合
理
的
な
選
択
を
な
し
う
る
者
、
③
は
、
本
 
 

人
の
利
益
と
そ
の
者
の
利
益
が
非
常
に
近
似
し
て
い
て
、
そ
の
者
の
利
益
の
選
択
が
本
人
の
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
に
な
る
者
 
 

で
あ
る
。
①
が
で
き
る
か
ぎ
り
追
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
答
申
G
C
P
2
・
1
8
の
「
代
諾
者
」
の
定
義
は
、
や
や
②
に
比
重
 
 

が
置
か
れ
過
ぎ
て
い
る
。
 
 
 

㈲
 
代
行
者
選
任
手
続
き
は
、
事
実
上
、
研
究
実
施
者
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
複
数
の
候
補
者
が
い
て
実
施
者
が
自
 
 
 

ら
の
方
針
に
賛
同
す
る
者
を
代
行
者
と
認
め
る
と
す
れ
ば
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
克
服
す
べ
き
自
己
決
宇
代
行
判
断
の
法
理
 
 

が
、
回
り
回
っ
て
事
実
上
研
究
者
・
医
師
決
定
に
な
り
、
皮
肉
に
も
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
近
づ
い
て
し
ま
う
。
 
 
 

そ
こ
で
、
代
行
判
断
の
原
則
に
近
づ
け
る
手
続
き
が
求
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
〓
医
学
的
知
識
の
増
大
や
将
来
の
患
者
た
 
 

ち
の
幸
福
に
貢
献
す
る
意
思
を
本
人
が
有
し
て
い
る
証
拠
が
あ
る
、
事
前
指
示
が
あ
る
、
任
意
後
見
契
約
が
あ
る
な
ど
、
本
人
 
 

の
過
去
の
意
思
が
示
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
可
能
な
か
ぎ
り
追
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
が
示
さ
れ
て
い
 
 

て
も
、
姦
的
な
臨
床
研
究
の
レ
ベ
ル
で
の
参
加
意
思
に
と
ど
ま
る
か
ら
、
具
体
的
な
研
究
計
画
書
の
レ
ベ
ル
、
研
究
に
応
じ
 
 

る
個
人
の
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
は
追
加
的
な
評
価
が
必
要
に
な
る
。
川
明
確
な
本
人
意
思
が
不
明
の
場
合
で
も
、
本
人
の
希
望
、
 
 

価
値
体
系
を
知
っ
て
い
る
近
親
者
が
選
任
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 

…
先
天
的
に
同
意
能
力
を
欠
く
場
合
（
幼
児
、
重
度
の
精
神
遅
滞
な
ど
）
は
、
代
行
者
の
役
割
②
、
③
に
の
っ
と
り
決
定
的
重
 
 

要
性
及
び
最
低
限
の
危
険
の
要
件
そ
の
他
、
非
治
療
的
類
型
を
許
容
す
る
要
件
と
同
様
に
考
え
る
ほ
か
な
い
。
 
 
 

川
 
代
行
決
定
に
つ
い
て
実
体
的
、
手
続
的
保
障
（
代
行
意
思
の
定
義
、
代
行
者
の
範
囲
及
び
選
任
手
続
、
代
行
者
問
で
不
一
致
の
 
 

と
き
の
優
先
順
位
、
欠
格
事
由
等
）
の
指
針
を
中
央
の
I
R
B
が
整
備
し
、
研
究
計
画
書
に
定
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
 
 
 

㈲
 
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
。
コ
ン
セ
ン
ト
原
則
の
厳
格
化
に
よ
る
制
限
 
 

何
 
代
行
者
へ
の
説
明
前
及
び
代
行
者
同
意
後
の
追
加
的
手
続
き
 
①
代
行
者
に
説
明
す
る
前
に
、
本
人
に
対
し
、
能
力
 
 

を
欠
く
旨
の
判
定
を
知
ら
せ
、
②
代
行
者
が
同
意
し
た
場
合
に
は
、
本
人
に
対
し
、
そ
の
旨
知
ら
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
 
 

の
手
続
き
追
加
は
、
同
意
能
力
の
有
無
に
つ
き
グ
レ
イ
・
ゾ
ー
ン
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

㈲
 
代
行
者
〈
這
説
明
、
同
意
 
治
験
に
つ
き
省
令
G
C
P
五
〇
条
二
項
 
 

H
 
本
人
が
拒
ま
な
い
こ
と
 
欧
州
評
議
会
C
E
「
人
権
お
よ
び
生
物
医
学
条
約
」
一
七
条
表
書
芸
照
。
本
人
が
拒
 
御
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否
し
た
場
合
、
拒
否
権
は
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
臨
床
研
究
の
中
で
な
け
れ
ば
利
用
で
き
な
い
治
療
法
を
 
m
 
 

拒
否
す
る
な
ど
の
場
面
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
拒
否
権
尊
重
の
例
外
を
認
め
る
a
s
s
e
n
t
の
考
え
方
も
あ
る
。
 
 
 

卸
 
本
人
決
定
を
覆
す
代
行
者
の
権
限
 
本
人
の
最
善
の
利
益
に
合
致
し
な
い
、
ま
た
は
本
人
の
意
図
に
反
す
る
と
の
理
 
 

由
に
よ
り
代
行
者
に
本
人
決
定
を
覆
す
権
限
を
認
め
る
考
え
方
も
あ
る
。
 
 
 

㈱
 
独
立
の
審
査
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
審
査
の
厳
格
化
に
よ
る
制
限
 
 
 

回
 
I
R
B
構
成
員
に
、
①
特
定
カ
テ
ゴ
リ
1
疾
患
専
門
尿
及
び
、
②
患
者
の
利
益
代
表
等
（
臨
時
委
員
）
の
参
加
シ
ス
テ
 
 

ム
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

㈲
 
中
央
の
I
R
B
が
指
針
を
定
め
、
I
R
B
が
具
体
的
な
臨
床
研
究
を
審
査
す
る
審
査
体
制
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
 
 

る
。
 
 

十
 
研
究
対
象
者
保
護
法
要
綱
試
案
の
提
案
 
 

1
 
平
等
権
保
障
の
原
則
化
 
 

、
川
．
）
 
 
研
究
対
象
者
保
護
法
要
綱
試
案
は
、
人
に
つ
い
て
の
研
究
の
条
件
と
し
て
、
次
の
と
お
り
規
定
し
て
い
る
。
 
 
 

「
研
究
計
画
に
お
い
て
は
、
対
象
者
と
対
象
者
と
の
間
、
参
加
す
る
者
と
し
な
い
者
と
の
間
、
お
よ
び
研
究
実
施
中
と
そ
の
前
後
と
の
間
 
 

に
、
公
平
件
が
保
た
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
 
 
 

こ
れ
は
、
憲
法
・
国
際
人
権
法
の
平
等
権
を
研
究
計
画
・
実
施
に
お
い
て
保
障
す
べ
き
こ
と
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
治
療
 
 

を
伴
う
研
究
に
お
い
て
、
参
加
し
な
い
な
ら
ば
標
準
的
方
法
（
標
準
的
方
法
が
な
い
場
合
は
研
究
に
参
加
し
な
い
な
ら
ば
得
ら
れ
る
対
 
 

処
方
法
）
を
受
け
る
こ
と
に
よ
る
対
象
者
の
益
が
、
研
究
参
加
に
よ
り
著
し
く
損
ね
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
倫
理
の
レ
ベ
 
 
 

ル
の
理
念
に
も
通
じ
る
。
「
標
準
的
方
法
」
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
が
、
倫
理
原
則
な
ら
ば
「
最
善
と
証
明
さ
れ
た
方
法
」
と
 
 

す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
原
則
に
基
づ
い
て
、
標
準
的
方
法
が
な
い
場
合
の
プ
ラ
シ
ー
ボ
ま
た
は
無
治
療
と
の
比
較
対
照
研
究
も
 
 

公
平
性
の
保
た
れ
る
限
り
許
容
し
う
る
も
の
と
な
る
。
ま
た
、
研
究
に
参
加
す
る
者
だ
け
に
突
出
し
て
優
れ
た
方
法
が
与
え
ら
 
 

れ
た
り
、
参
加
期
間
中
だ
け
優
れ
た
方
法
が
与
え
ら
れ
終
了
後
と
の
落
差
が
著
し
い
も
の
と
な
る
計
画
を
制
限
す
る
規
定
で
も
 
 

あ
る
。
 
 
 

2
 
独
立
し
た
審
査
シ
ス
テ
ム
の
構
築
 
 
 

研
究
対
象
者
保
護
法
要
綱
試
案
で
は
、
個
々
の
施
設
か
ら
独
立
し
た
公
的
な
審
査
体
制
、
す
な
わ
ち
、
対
象
者
保
護
地
域
審
 
 

査
委
員
会
と
対
象
者
保
護
中
央
委
員
会
の
構
築
を
提
案
し
て
い
る
（
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
）
。
 
 
 

3
 
対
象
者
適
正
選
定
の
原
則
の
確
立
 
 
 

Ⅲ
 
対
象
者
適
正
選
定
の
原
則
 
臨
床
研
究
に
お
い
て
、
研
究
対
象
と
な
る
候
補
者
は
適
正
に
選
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
 
 

な
い
。
選
定
が
不
適
正
で
あ
れ
ば
、
研
究
結
果
の
信
頼
性
が
損
な
わ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
。
コ
ン
セ
ン
ト
原
 
 

則
は
無
意
味
か
つ
有
害
に
な
る
。
候
補
者
の
窓
音
謁
な
選
定
が
さ
れ
な
い
と
い
う
保
障
が
あ
っ
て
初
め
て
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
．
 
 

コ
ン
セ
ン
ト
原
則
が
成
立
す
る
。
 
 
 

拗
 
研
究
対
象
者
保
護
法
要
綱
試
案
の
規
定
 
試
案
は
、
対
象
者
を
適
正
に
選
定
す
る
原
則
を
、
研
究
計
画
段
階
に
お
け
 
 

る
選
定
と
研
究
実
施
段
階
に
お
け
る
選
定
に
分
け
て
、
次
の
と
お
り
規
定
し
て
い
る
。
 
 
 

国
 
光
ず
、
特
別
な
保
護
を
要
す
る
対
象
者
の
研
究
計
画
に
お
け
る
選
定
条
件
を
次
の
と
お
り
規
定
す
る
。
 
 
 

丁
⊥
 
研
究
主
導
者
等
は
、
同
意
能
力
を
欠
く
者
、
妊
婦
も
し
く
は
懐
胎
中
の
胎
児
ま
た
は
授
乳
中
の
母
親
（
以
下
、
「
妊
婦
等
」
と
い
 
 
 

う
）
、
非
任
意
施
設
入
所
者
、
法
律
に
よ
る
保
護
下
に
あ
る
者
、
健
康
保
険
未
加
入
者
、
お
よ
、
ひ
参
加
の
意
思
に
つ
き
不
当
な
影
響
を
 
m
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刷
 
公
益
性
が
著
し
く
高
い
と
予
測
で
き
る
こ
と
」
 
 
 

糾
さ
ら
に
、
研
究
実
施
に
お
け
る
対
象
者
の
選
定
条
件
を
次
の
と
お
り
規
定
す
る
。
 
 
 

「
l
 
研
究
主
導
者
等
は
、
あ
る
対
象
候
補
者
が
研
究
計
画
書
の
選
定
条
件
を
満
た
す
場
合
で
も
、
研
究
の
意
義
、
目
的
、
危
険
お
よ
び
 
 
 

対
象
候
補
者
の
診
断
、
症
状
、
既
存
の
方
法
に
対
す
る
反
応
、
予
後
等
に
照
ら
し
不
適
当
と
判
断
さ
れ
る
と
き
は
、
当
該
候
補
者
を
 
 

選
定
し
て
は
な
ら
な
い
。
 
 
 

2
 
研
究
主
導
者
等
は
、
あ
る
対
象
候
補
者
が
対
象
者
と
な
る
場
合
に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
他
科
の
診
療
を
受
け
て
い
る
場
合
、
当
該
 
 
 

研
究
へ
の
参
加
を
求
め
る
に
つ
き
、
当
該
対
象
候
補
者
の
同
意
の
も
と
に
当
該
他
科
の
医
師
と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

3
 
研
究
主
導
者
等
は
、
研
究
の
継
続
が
対
象
者
の
診
断
、
症
状
、
予
後
等
に
照
ら
し
不
適
当
と
判
断
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
当
 
 
 

該
対
象
者
に
つ
い
て
研
究
を
中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

4
 
研
究
主
導
者
等
は
、
同
意
能
力
せ
欠
く
者
等
（
注
、
上
記
m
l
に
規
定
す
る
者
）
特
別
な
保
護
を
 
 
 

要
す
る
対
象
者
に
つ
い
て
、
研
究
計
画
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
研
究
実
施
に
お
い
て
も
特
別
な
配
慮
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
 
 
 

4
 
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
に
お
け
る
説
明
の
工
夫
、
拒
否
権
の
尊
重
 
 
 

旧
 
説
明
の
順
序
 
対
象
者
へ
の
説
明
は
、
そ
の
行
為
が
治
療
を
含
む
と
し
て
も
研
究
で
あ
る
と
い
う
事
実
、
お
よ
び
参
 
 

加
し
な
い
場
合
に
提
供
さ
れ
る
医
療
に
つ
い
て
の
説
明
か
ら
始
め
る
べ
き
で
あ
る
。
参
加
し
な
い
場
合
の
選
択
肢
は
、
研
究
の
 
 

意
義
等
を
伝
え
た
後
に
「
代
替
的
方
法
」
と
し
て
説
明
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
「
代
替
的
」
の
用
語
は
、
研
究
参
加
が
本
筋
の
 
 

選
択
で
あ
る
と
の
誤
解
を
生
じ
や
す
い
か
ら
、
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

闇
 
研
究
対
象
者
保
護
法
要
綱
試
案
の
規
定
 
 
 

回
 
試
案
は
、
説
明
、
理
解
お
よ
び
同
意
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
規
定
す
る
。
 
 
 

「
l
 
人
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
対
象
者
に
対
し
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
予
め
十
分
な
説
明
が
な
さ
れ
、
対
象
者
が
こ
れ
を
十
分
に
 
 

っ
J
 
 

理
解
し
、
判
断
に
必
要
な
時
間
を
経
た
上
で
、
対
象
者
の
自
発
的
な
意
思
に
よ
る
明
示
的
な
同
意
が
な
け
れ
ば
対
象
者
を
参
加
さ
せ
 
〃
 
 
 

に
つ
い
て
の
研
究
の
場
合
、
い
ず
れ
か
一
方
を
研
究
対
象
と
す
る
と
き
の
侵
襲
の
他
方
に
及
ぼ
す
危
険
が
十
分
に
管
理
で
き
る
も
の
 
 
 

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

4
 
非
任
意
施
設
入
所
者
、
法
律
に
よ
る
保
護
下
に
あ
る
者
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
実
施
施
設
が
地
域
委
員
会
の
認
定
を
受
け
て
い
な
 
 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

5
 
研
究
主
導
者
等
は
、
研
究
参
加
の
意
思
に
不
当
な
影
響
が
及
ぶ
お
そ
れ
あ
る
者
に
つ
い
て
の
研
究
に
お
い
て
は
、
同
意
の
自
発
性
 
 
 

が
確
保
さ
れ
る
よ
う
研
究
計
画
に
お
い
て
最
大
限
の
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
 
 
 

㈲
 
次
に
、
本
人
に
直
接
益
の
な
い
研
究
の
管
理
と
対
象
者
の
選
定
条
件
を
次
の
と
お
り
規
定
す
る
。
 
 

「
1
 
本
人
に
直
接
益
の
な
い
研
究
は
、
中
央
委
員
会
の
定
め
る
登
録
管
理
制
度
の
も
と
に
行
い
、
一
個
人
の
年
間
の
参
加
回
数
を
限
定
 
 
 

し
、
か
つ
一
個
人
が
同
時
に
複
数
の
研
究
に
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
す
る
。
 
 

2
 
本
人
に
直
接
益
の
な
い
研
究
は
、
最
小
限
の
危
険
を
著
し
く
上
回
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
公
益
性
が
相
当
に
高
い
も
の
で
 
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

3
 
健
康
な
対
象
者
に
つ
い
て
は
研
究
実
施
に
先
立
ち
健
康
診
断
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

4
 
同
意
能
力
を
欠
く
者
等
（
注
 
上
記
Ⅲ
1
に
規
定
さ
れ
る
者
）
に
つ
い
て
本
人
に
直
接
益
の
な
い
研
究
は
、
（
注
、
上
記
Ⅲ
1
の
）
 
 
 

諸
規
定
に
加
え
て
、
次
の
各
号
を
す
べ
て
満
た
す
場
合
に
の
み
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

旧
 
そ
の
者
と
同
じ
属
性
を
有
す
る
人
々
で
な
け
れ
ば
研
究
目
的
を
達
成
で
き
な
い
こ
と
 
 
 

倒
 
危
険
が
最
小
限
で
あ
り
、
か
つ
回
復
可
能
で
あ
る
こ
と
 
 

受
け
る
お
そ
れ
あ
る
者
を
、
研
究
計
画
に
お
い
て
対
象
者
と
し
て
選
定
す
る
場
合
に
は
、
個
々
の
対
象
者
お
よ
び
そ
の
者
と
同
じ
属
 
∽
 
 

性
を
有
す
る
人
々
の
福
利
を
目
的
と
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
選
定
し
て
は
な
ら
な
い
。
 
 
 

前
項
に
規
定
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
同
意
能
力
を
欠
く
者
の
場
合
は
代
行
者
の
同
意
、
妊
婦
ま
た
は
授
乳
中
の
母
親
の
場
合
は
配
 
 

偶
者
が
拒
否
し
な
い
こ
と
、
胎
児
の
場
合
は
両
親
の
許
可
、
非
任
意
施
設
入
所
者
及
び
法
律
に
よ
る
保
護
下
に
あ
る
者
の
場
合
は
本
 
 

人
を
保
護
す
べ
き
法
律
上
の
立
場
に
あ
る
者
の
許
可
が
な
け
れ
ば
研
究
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 
 
 

妊
婦
等
に
っ
い
て
の
研
究
の
う
ち
、
妊
婦
お
よ
び
懐
胎
中
の
胎
児
に
つ
い
て
の
研
究
の
場
合
ま
た
は
授
乳
中
の
母
お
よ
び
乳
幼
児
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て
は
な
ら
な
い
。
 
 

川
 
研
究
で
あ
る
こ
と
 
 

佃
 
研
究
に
参
加
し
な
い
場
合
の
選
択
肢
 
 

川
 
研
究
の
意
義
、
目
的
、
方
法
、
期
間
、
根
拠
に
基
づ
き
予
測
さ
れ
る
益
と
危
険
 
 

囲
 
必
然
的
に
伴
う
不
快
な
状
態
 
 

㈲
 
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
お
よ
び
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
保
護
と
そ
の
方
法
 
 

㈲
 
健
康
被
害
が
生
じ
た
場
合
の
医
療
の
提
供
お
よ
び
補
償
 
 

S
 
終
了
後
の
治
療
法
等
の
入
手
可
能
性
 
 

㈱
 
参
加
拒
否
お
よ
び
同
意
撤
回
の
自
由
 
 

㈱
 
質
問
の
自
由
お
よ
び
他
者
の
意
見
を
求
め
る
自
由
 
 

㈹
 
そ
の
他
、
利
益
相
反
を
含
む
研
究
計
画
の
要
約
 
 
 

2
 
対
象
者
へ
の
説
明
お
よ
び
対
象
者
の
同
意
は
文
書
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
 
 
 

㈲
 
試
案
は
、
拒
否
権
の
尊
重
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
規
定
す
る
。
 
 

「
同
意
能
力
を
欠
く
対
象
者
の
、
研
究
に
対
す
る
拒
否
権
は
、
原
則
と
し
て
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
対
象
者
の
益
 
 

が
相
当
に
大
き
く
、
研
究
に
参
加
す
る
以
外
に
当
該
益
が
も
た
ら
さ
れ
な
い
と
合
理
的
に
予
測
さ
れ
る
場
合
は
、
代
行
者
は
対
象
者
 
 

の
拒
否
権
を
尊
重
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
」
 
 
 

5
 
む
す
び
に
か
え
て
 
－
 
研
究
結
果
の
利
用
 
 
 

な
お
、
研
究
実
施
中
と
そ
の
前
後
と
の
間
の
公
平
性
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
二
言
一
九
条
、
三
〇
条
が
研
究
に
応
じ
た
 
 

参
加
者
に
よ
る
研
究
結
果
の
利
用
を
定
め
て
い
る
。
 
 
 

す
な
わ
ち
、
研
究
終
了
後
、
研
究
に
参
加
し
た
す
べ
て
の
患
者
は
、
そ
の
研
究
に
よ
っ
て
最
善
と
証
明
さ
れ
た
予
防
・
診
断
・
 
 

治
療
方
法
を
利
用
で
き
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 
（
三
〇
条
）
。
 
 

こ
れ
は
、
出
資
・
依
頼
国
（
C
D
C
，
N
I
H
）
た
る
ア
メ
リ
カ
で
H
I
V
母
子
感
染
の
標
準
的
予
防
法
が
確
立
し
た
後
に
サ
ブ
・
 
 

サ
ハ
ラ
、
タ
イ
な
ど
で
行
わ
れ
た
N
i
d
O
言
d
i
コ
e
 
A
N
↓
短
期
間
療
法
の
プ
ラ
シ
ー
ボ
対
照
臨
床
実
験
に
対
す
る
批
判
に
応
え
た
 
 

意
義
深
い
規
定
で
あ
る
。
二
〇
〇
二
年
改
訂
C
I
O
M
S
指
針
1
0
は
「
乏
し
い
資
源
し
か
持
た
な
い
集
団
ま
た
は
共
同
体
を
対
 
 

象
と
す
る
研
究
に
つ
い
て
、
出
資
・
依
頼
者
及
び
研
究
者
は
、
研
究
に
着
手
す
る
前
に
、
開
発
さ
れ
た
治
療
法
等
の
方
法
も
し
 
 

く
は
製
品
ま
た
は
生
成
さ
れ
た
知
識
が
当
該
集
団
ま
た
は
共
同
体
の
利
益
の
た
め
に
合
理
的
に
入
手
で
き
る
こ
と
を
確
保
す
る
 
 

よ
う
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
 
と
規
定
し
て
い
る
。
 
 

（
1
）
 
臨
床
研
究
の
な
か
に
は
、
既
承
認
薬
の
比
校
臨
床
試
験
の
よ
う
に
、
対
象
者
の
犠
牲
・
負
担
が
低
い
か
無
視
し
う
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の
 
 

よ
う
な
場
合
は
一
応
本
稿
に
よ
る
検
討
の
対
象
外
と
し
た
。
そ
の
評
価
は
第
三
者
審
査
シ
ス
テ
ム
の
課
題
で
あ
る
。
事
前
の
評
価
で
あ
る
か
ら
 
 

結
果
が
よ
か
っ
た
か
ど
う
か
で
評
価
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
予
測
さ
れ
る
益
が
リ
ス
ク
を
上
回
る
か
ど
う
か
の
評
価
と
も
同
じ
で
 
 

は
な
い
。
 
 

も
っ
と
も
、
そ
れ
自
身
は
対
象
者
の
犠
牲
・
負
担
は
問
題
に
な
ら
な
い
臨
床
研
究
の
よ
う
で
あ
っ
て
も
、
全
体
と
し
て
み
る
と
そ
う
と
は
い
 
 

え
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
を
要
す
る
。
例
え
ば
、
金
沢
大
学
付
属
病
院
で
の
卵
巣
が
ん
に
対
す
る
既
に
確
立
さ
れ
た
療
法
同
士
で
あ
る
C
 
 

A
P
療
法
対
C
P
療
法
の
無
作
為
化
比
較
試
験
で
は
、
白
血
球
減
少
予
防
治
療
剤
G
－
C
S
F
の
有
用
性
の
検
討
と
い
う
も
う
一
つ
の
臨
床
 
 

研
究
を
伴
っ
て
い
た
。
そ
の
場
合
、
前
者
、
す
な
わ
ち
高
用
量
の
C
A
P
、
C
P
療
法
に
よ
っ
て
白
血
球
が
減
少
し
た
憩
者
が
、
後
者
の
臨
床
 
 

研
究
に
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
が
問
題
提
起
さ
れ
て
い
る
 
（
二
〇
〇
三
年
二
月
一
七
日
金
沢
地
裁
判
決
お
よ
び
仲
正
昌
樹
・
打
出
喜
義
・
 
 

仁
木
恒
夫
『
「
人
体
実
験
」
と
患
者
の
人
格
権
 
－
 
金
沢
大
学
付
属
病
院
無
断
臨
床
試
験
訴
訟
を
め
ぐ
っ
て
』
 
お
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
三
年
 
 

奉
唱
㌔
 
 

（
2
）
 
光
石
忠
敬
・
昭
島
次
郎
・
栗
原
千
絵
干
「
研
究
対
象
者
保
護
法
要
綱
試
案
1
生
命
倫
理
法
制
上
最
も
優
先
さ
れ
る
べ
き
基
礎
法
と
し
て
」
 
 

怖
床
評
価
三
〇
 
（
二
、
三
）
 
二
〇
〇
三
 
 

光
石
忠
敬
・
膳
島
次
郎
・
業
原
千
桔
子
「
研
究
対
象
者
保
護
法
試
案
1
生
命
倫
理
を
め
ぐ
る
議
論
の
焦
点
を
結
ぶ
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
〇
 
 

〇
山
一
∴
九
、
五
八
－
六
一
 
 

「
〕
 
 
 
（
3
）
 
例
え
ば
、
一
九
九
七
年
三
月
答
申
G
C
P
 
（
漢
掲
注
1
7
）
が
規
定
し
た
「
代
話
者
」
を
出
発
点
に
、
中
央
薬
事
審
試
会
G
C
P
特
別
部
会
 
〃
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で
同
席
し
た
唄
孝
一
、
鎌
田
琴
聾
者
の
三
名
が
部
会
終
了
後
一
九
九
八
年
五
月
よ
り
勉
強
会
を
始
め
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
か
ら
は
、
唄
孝
 
 

一
、
岩
志
和
一
郎
、
筆
者
が
呼
び
か
け
た
「
代
諾
勉
強
会
」
が
勉
強
を
続
け
て
い
る
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
勉
強
会
で
の
議
論
に
大
き
く
負
っ
 
 
 

て
い
る
が
、
無
論
同
勉
強
会
と
し
て
の
考
え
方
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。
 
 

（
4
）
 
H
コ
t
e
r
n
N
已
○
邑
E
｛
h
i
c
a
－
G
u
i
d
e
〓
】
）
e
S
f
O
r
B
i
O
ヨ
2
d
i
c
a
－
R
e
s
2
a
r
C
h
I
コ
邑
註
g
H
亡
m
a
n
S
u
b
j
2
C
－
s
p
r
2
p
a
r
2
d
b
y
t
㌃
 
 
 

n
O
u
n
n
i
〓
○
ニ
n
t
e
r
n
a
t
i
O
n
a
】
O
r
g
a
コ
i
z
a
t
i
O
コ
S
O
f
M
e
d
i
c
a
】
S
n
i
e
コ
C
e
S
（
n
l
O
M
S
）
i
コ
C
O
ニ
a
b
O
r
a
t
i
O
コ
ノ
註
h
t
h
e
ノ
ぎ
r
】
d
H
e
a
－
t
h
 
 
 

O
r
g
a
コ
i
N
a
t
i
O
コ
（
W
H
O
）
．
G
e
n
e
志
N
0
0
N
 
 

（
5
）
 
ベ
ル
モ
ン
ト
・
レ
ポ
ー
ト
「
研
究
に
お
け
る
被
験
者
保
護
の
た
め
の
倫
理
原
則
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 
（
一
九
七
九
年
）
」
津
谷
喜
一
郎
・
光
 
 

石
忠
敬
・
栗
原
千
絵
子
訳
・
臨
床
評
価
二
八
巻
三
号
（
二
〇
〇
一
驚
 
 

（
6
）
 
加
藤
尚
武
「
現
代
倫
理
学
入
門
」
六
七
頁
以
下
 
 

（
7
）
 
光
石
忠
敬
「
「
臨
床
試
験
」
に
対
す
る
法
と
倫
理
」
臨
床
試
験
二
〇
〇
三
（
編
集
内
藤
周
章
）
 
（
薬
事
日
報
社
、
二
〇
〇
三
）
 
 

（
8
）
 
前
掲
注
（
5
）
 
 

（
9
）
 
C
h
a
ユ
s
F
r
i
e
d
（
内
藤
周
苧
光
石
忠
敬
共
訳
）
M
e
d
i
c
a
】
E
眉
e
r
i
m
e
n
t
a
t
i
O
コ
・
P
e
r
s
O
n
a
〓
コ
t
e
腎
t
y
a
n
d
S
O
n
i
a
－
P
O
－
i
c
y
－
 
（
『
医
 
 
 

学
実
験
－
無
作
為
化
臨
床
試
験
の
論
理
と
倫
理
』
）
 
（
篠
原
出
版
、
一
九
八
七
）
 
 

（
1
0
）
 
栗
原
千
絵
子
兎
石
忠
敬
「
プ
ラ
シ
ー
ボ
効
果
と
プ
ラ
シ
ー
ポ
対
照
1
－
そ
の
科
学
性
と
倫
理
性
を
め
ぐ
る
議
論
」
月
刊
薬
事
四
四
（
七
）
 
 
 

七
一
－
八
二
 
（
二
〇
〇
二
）
 
 

（
1
1
）
 
L
e
ま
n
e
－
R
↑
ほ
か
座
談
会
「
医
薬
品
開
発
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
時
代
に
お
け
る
臨
床
試
験
の
倫
理
」
臨
床
評
価
、
二
六
（
三
）
、
 
 
 

三
四
一
1
三
八
〇
中
の
三
七
八
貢
ル
パ
イ
ン
発
言
（
一
九
九
九
）
。
 
 

（
望
 
水
島
裕
「
日
本
の
医
薬
品
開
発
の
進
む
道
」
炎
症
一
五
 
（
二
）
九
九
（
一
九
九
五
）
 
 

（
1
3
）
 
名
古
屋
地
判
平
一
二
二
ニ
∴
二
四
判
例
時
報
一
七
三
三
－
七
一
 
 

（
1
4
）
 
前
掲
注
（
1
）
参
娼
 
 

（
ほ
）
 
佐
藤
孝
迫
『
出
生
前
診
断
』
（
有
斐
間
遠
書
、
一
九
九
九
年
）
 
 

（
1
6
）
 
光
石
忠
敬
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
医
療
上
の
意
思
決
定
の
代
行
「
被
験
者
の
権
利
の
擁
護
」
」
年
報
医
事
法
芋
一
五
≡
0
0
0
）
 
 

（
1
7
）
一
九
九
六
年
八
月
薬
事
法
改
正
に
伴
い
、
中
央
薬
事
審
議
会
が
一
九
九
七
年
三
月
に
答
申
し
た
G
C
P
 
 

（
1
8
）
 
答
申
G
C
P
と
共
に
、
一
九
九
七
年
に
公
布
さ
れ
た
厚
生
省
令
に
よ
る
G
C
P
 
 

（
1
9
）
 
前
掲
注
（
2
）
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